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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
塵埃を吸引する吸引風を発生させるととともに排気風を排出させる電動送風機と、
電気掃除機本体の後部に設けられ前記電動送風機を内蔵する電動送風機室と、
前記電気掃除機本体の上方後部に配置されイオンを発生させるイオン発生器と、
前記イオン発生器から発生したイオンを大気へ放出するために前記イオン発生器と大気と
を連通させる通気流路と、
前記電動送風機室と前記通気流路の途中箇所とを連通させる孔と、
前記塵埃を捕集する集塵室と、
前記電動送風機に連通し前記塵埃を吸引する吸込具とを備え、
前記排気風の一部が前記通気流路の途中箇所に空いた前記孔を通り、前記通気流路の大気
側の開口部から大気に排出され、前記排気風の一部によるベンチュリー効果により前記イ
オンを大気に放出させ、前記排気風の一部は前記イオン発生器に直接当たることがないよ
うにしたことを特徴とする電気掃除機。
【請求項２】
通気流路のイオン発生器側の開口部に格子形状を形成したことを特徴とした請求項１に記
載の電気掃除機。
【請求項３】
通気流路の大気側開口部に格子形状を形成し、かつその格子形状は、イオン発生器側の格
子形状よりも格子の開口面積を大きく形成することを特徴とした請求項２に記載の電気掃
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除機。
【請求項４】
通気流路の大気側の開口部を、電気掃除機本体の主排気口近傍に配置したことを特徴とし
た請求項１から３のいずれか一項に記載の電気掃除機。
【請求項５】
イオン発生器で、微粒子水で包まれたナノイーイオンを発生させるようにした請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気清浄効果の高い電気掃除機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の電気掃除機として、電動送風機の排気と共に大気にイオンを放出させる
高電圧の放電電極で構成したイオン発生器と、塵埃を捕集する不織布を用いた集塵袋を内
蔵する電気掃除機本体と、前記電動送風機に連通し塵埃を吸引する吸込具を備え、前記電
動送風機の排気と共に大気に放出させたイオンで浮遊する塵埃を帯電させ、前記不織布を
用いた集塵袋で、前記イオンで帯電された塵埃を捕集するようにしたものが提案されてい
る（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２１２３８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に開示されたような従来の電気掃除機の構成では、イオ
ン発生器が排気による汚れの付着や、排気熱による温度上昇によって長期間使用時に安定
したイオンの発生ができないという課題を有していた。
【０００５】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、イオン発生器に汚れが付着することがな
く、さらに排気熱による温度上昇を防ぎ、長期間の使用において安定してイオンを大気に
放出させることができる電気掃除機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記従来の課題を解決するために、本発明の電気掃除機は、塵埃を吸引する吸引風を発
生させるととともに排気風を排出させる電動送風機と、電気掃除機本体の後部に設けられ
前記電動送風機を内蔵する電動送風機室と、前記電気掃除機本体の上方後部に配置されイ
オンを発生させるイオン発生器と、前記イオン発生器から発生したイオンを大気へ放出す
るために前記イオン発生器と大気とを連通させる通気流路と、前記電動送風機室と前記通
気流路の途中箇所とを連通させる孔と、前記塵埃を捕集する集塵室と、前記電動送風機に
連通し前記塵埃を吸引する吸込具とを備え、前記排気風の一部が前記通気流路の途中箇所
に空いた前記孔を通り、前記通気流路の大気側の開口部から大気に排出され、前記排気風
の一部によるベンチュリー効果により前記イオンを大気に放出させ、前記排気風の一部は
前記イオン発生器に直接当たることがないようにしたもので、排気風が、イオン発生器側
に逆流することを防ぎイオン発生器に直接当たらないため、集塵室を通過したり、電動送
風機から生じる例えばカーボン等の極微細塵がイオン発生器に付着したり、堆積すること
がなく、また排気熱によるイオン発生器の温度上昇を防ぎ、イオン発生器の寿命を延ばし
、耐久性の向上を図ることができ、長期間に渡って、イオンを安定して発生させることが
できる電気掃除機の提供ができる。
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【発明の効果】
【０００７】
　本発明の電気掃除機は、イオン発生器の排気風による汚れの付着や排気熱による温度上
昇が防げ、長期間使用においても安定したイオン発生を可能にし大気に放出されたイオン
で浮遊する塵埃を帯電させることで、空気清浄効果を良好にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１における電気掃除機の全体斜視図
【図２】同電気掃除機の電気掃除機本体の断面図
【図３】同電気掃除機本体の後部の斜視図
【図４】同電気掃除機本体の蓋を外した状態の斜視図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　第１の発明は、塵埃を吸引する吸引風を発生させるととともに排気風を排出させる電動
送風機と、電気掃除機本体の後部に設けられ前記電動送風機を内蔵する電動送風機室と、
前記電気掃除機本体の上方後部に配置されイオンを発生させるイオン発生器と、前記イオ
ン発生器から発生したイオンを大気へ放出するために前記イオン発生器と大気とを連通さ
せる通気流路と、前記電動送風機室と前記通気流路の途中箇所とを連通させる孔と、前記
塵埃を捕集する集塵室と、前記電動送風機に連通し前記塵埃を吸引する吸込具とを備え、
前記排気風の一部が前記通気流路の途中箇所に空いた前記孔を通り、前記通気流路の大気
側の開口部から大気に排出され、前記排気風の一部によるベンチュリー効果により前記イ
オンを大気に放出させ、前記排気風の一部は前記イオン発生器に直接当たることがないよ
うにしたもので、排気風が、イオン発生器側に逆流することを防ぎイオン発生器に直接当
たらないため、集塵室を通過したり、電動送風機から生じる例えばカーボン等の極微細塵
がイオン発生器に付着したり、堆積することがなく、また排気熱によるイオン発生器の温
度上昇を防ぎ、イオン発生器の寿命を延ばし、耐久性の向上を図ることができ、長期間に
渡って、イオンを安定して発生させることができる電気掃除機の提供ができる。
【００１０】
　第２の発明は、特に、第１の発明の通気流路のイオン発生器側の開口部に格子形状を形
成したもので、通気流路の途中箇所より合流した排気風がイオン発生器側の開口部へ逆流
するのを防ぎ、より確実にイオンを大気に放出することで、空気清浄効果の向上を図るこ
とができるものであり、かつ高電圧であるイオン発生器に誤って接触することも防止でき
るものである。
【００１１】
　第３の発明は、特に、第２の発明の通気流路の大気側開口部に格子形状を形成し、かつ
その格子形状は、イオン発生器側の格子形状よりも格子の開口面積を大きく形成するもの
で、通気流路の途中箇所より合流した排気風がイオン発生器側の開口部へ逆流するのを防
ぎ、より確実にイオンを大気に放出することで、空気清浄効果の向上を図ることができる
ものであり、かつ高電圧であるイオン発生器への接触を確実に防止できるものである。
【００１２】
　第４の発明は、特に、第１～３のいずれか一つの発明の通気流路の大気側の開口部を、
電気掃除機本体の主排気口近傍に配置したもので、電動送風機からの主排気風によるベン
チュリー効果により、より確実にイオンを大気に放出して、空気清浄効果の向上を図るこ
とができるものである。
【００１３】
　第５の発明は、第１～４のいずれか一つの発明のイオン発生器で、微粒子水で包まれた
ナノイーイオンを発生させるようにしたもので、微粒子水の質量を室内の浮遊塵埃に付加
して、塵埃の床面への落下を早くして、掃除中の吸込具から吸い取る塵埃の捕集率を向上
させることができるとともに、ナノイーイオンの付着した塵埃の脱臭、除菌に効果を果た
し、空気清浄性能を良好にすることができるものである。
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【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１５】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における電気掃除機の全体斜視図、図２は、同電気掃除
機の電気掃除機本体の断面図、図３は、同電気掃除機本体の後部の斜視図、図４は、同電
気掃除機本体の蓋を外した状態の斜視図である。
【００１６】
　図１、２において、本実施の形態における電気掃除機の電気掃除機本体１の後部には、
電動送風機２を内蔵した電動送風機室３が配され、前部には、着脱自在で、塵埃を捕集す
るエレクトレット加工された集塵袋４を収納する集塵室５が配され、後方下部の両側には
、１対の走行用の車輪６が回転自在に取着され、底面前部には、同じく走行用のキャスタ
ー７が取着されている。
【００１７】
　電気掃除機本体１の前部には、ホース８の一端に設けた接続パイプ９が着脱自在に接続
される吸入口１０が設けられている。前記エレクトレット加工された集塵袋４の材質は、
ポリプロピレン等の熱可塑性繊維で構成されており、空気等の摩擦で帯電することになる
。
【００１８】
　ホース８の他端には、掃除の際に握る把手１１を備えた先端パイプ１２が設けられてい
る。１３は、伸縮自在或いは継ぎ自在の延長管で、下流側端部が前記先端パイプ１２に着
脱自在に接続され、他端は、塵埃掻き上げ用の回転ブラシ１４と、その回転ブラシ１４を
回転駆動するモーター１５を内蔵した吸込具１６に着脱自在に接続される。
【００１９】
　１７は、電気掃除機本体１を持ち運ぶ際に使用する本体ハンドルで、電気掃除機本体１
の集塵室５を覆う蓋１８と上ボディ１９で構成されている。
【００２０】
　電動送風機２の前部は、弾性材料からなるサポート前２０で、後部は、同じく弾性材料
からなるサポート後２１で、電動送風機室３内に支持されており、モーターケース２２と
モーターカバー２３にて、前記サポート前２０とサポート後２１を挟持している。
【００２１】
　図２～４において、３２は、電動送風機２の排気を排出させる主排気口である。また、
上ボディ１９の上方後部にイオン発生器２６を保持するためのケース２５が収納されてい
る。前記ケース２５には、イオンを発生させるイオン発生器２６と、イオン発生器２６に
イオンを発生させるための電源としての高電圧装置２４が保持されており、イオン発生器
２６と高電圧装置２４は電気的に接続されている。
【００２２】
　また、前記ケース２５は、前記イオン発生器２６から発生したイオンを大気に放出する
ための通気流路２７を形成している。さらに、前記通気流路２７の途中箇所と前記上ボデ
ィ１９には、連通した孔２８が開いている。また、前記通気流路２７のイオン発生器２６
側の開口部２９には格子形状を設けている。
【００２３】
　前記蓋１８は、前記通気流路２７の大気側の開口部３０の上方を覆っており、前記大気
側の開口部３０の近傍にイオン排出口３１を設けている。さらに、イオン排出口３１には
格子形状を成しており、この格子形状は、前記イオン発生器２６側の開口部２９に設けた
格子形状よりも荒い形状とする。
【００２４】
　以上のように構成された本実施の形態における電気掃除機の動作、作用は以下の通りで
ある。
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【００２５】
　電動送風機２を運転すると、モーターケース２２の後方部から排気風が排出され、その
大部分が、主排気口３２から機外に排出される。しかしながら、前記排気風の一部は、上
ボディ１９と通気流路２７の途中箇所に連通して空いた孔２８を通り、通気流路２７の大
気側の開口部３０から大気に排出される。
【００２６】
　その際、大気側の開口部３０からの排気風によるベンチュリー効果により、イオン発生
器２６から発生したイオンは、大気に放出される。この際、電動送風機２から排出された
排気風が、イオン発生器２６に直接当たることがないため、イオン発生器２６を汚れや、
温度上昇から保護することが出来る。
【００２７】
　また、ベンチュリー効果により、イオン発生器２６より発生したイオンをイオン排出口
３１へ引っ張ることにより、大量のイオンを大気へ放出することが出来る。
【００２８】
　電気掃除機本体１外に放出されたイオンは、細かい浮遊塵埃に帯電し、床面へ落下させ
、吸込具１６から吸い取ることができ、捕集効率を向上させることによって、空気清浄効
果の向上を図ることができるものである。
【００２９】
　さらに、本実施の形態では、イオン排出口３１が主排気口３２の近傍に配しているので
、イオン排出口３１から放出されたイオンは、主排気口３２の排気によって室内拡散され
、室内に浮遊する細かい塵埃に帯電して、床面に落下させることができる。イオンの帯電
した塵埃は、吸込具１６から吸引され、延長管１３、ホース８を通過した後、エレクトレ
ット加工された集塵袋４に捕集されるものである。
【００３０】
　この様に、本実施の形態によると、電気掃除機本体１に備えたイオン発生器２６は、汚
れや温度上昇から保護されるので、長期間の使用においても、安定して大量のイオンを大
気に放出することができ、従来に比べ空気清浄効果の優れた電気掃除機を得ることができ
る。特に、集塵袋４としてエレクトレット加工を施した不織布を用いることにより、集塵
袋４に塵埃が付着しやすくなり空気清浄効果をより向上させることができる。
【００３１】
　また、上記イオン発生器２６で、微粒子水で包まれたナノイーイオンを発生させるよう
にすれば、微粒子水の質量を室内の浮遊塵埃に付加して、塵埃の床面への落下を早くして
、掃除中の吸込具１６から吸い取る塵埃の捕集率を向上させることができるとともに、ナ
ノイーイオンの付着した塵埃の脱臭、除菌に効果を果たし、空気清浄性能を良好にするこ
とができるものである。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
　以上のように、本発明にかかる電気掃除機は、簡便な手段により空気清浄効果の優れた
もので、各種家庭用、業務用の電気掃除機等に広く適用できる。
【符号の説明】
【００３３】
　１　電気掃除機本体
　２　電動送風機
　４　集塵袋
　５　集塵室
　１６　吸込具
　２６　イオン発生器
　２７　通気流路
　３１　イオン排出口
　３２　主排気口
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